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講義計画

第1回　オリエンテーション　　文化交流の歴史、意義
第2回　日本語の海外普及（1）　　外国における日本語学習の現状、意義
第3回　日本語の海外普及（2）　　日本語の海外普及の課題
第4回　海外における日本研究　　諸外国の大学における日本研究
第5回　外国人留学生の受け入れ（1）　　日本における留学生受け入れの現状
第6回　外国人留学生の受け入れ（2）　　留学生受け入れの課題（予備教育、在日中、帰国後）
第7回　日本人学生の海外留学　　高校生、大学生、研究者等の海外留学の現状
第8回　海外子女教育　　海外に在住している日本人の子供たちの教育の状況
第9回　外国人子女教育　　日本国内に在住している外国人の子供たちの教育の状況
第10回　ユネスコと識字教育　　読み、書き、計算のできない非識字者の問題
第11回　ユネスコと世界遺産　　世界の文化遺産、自然遺産、無形文化遺産の保護
第12回　学術交流　　国際的な共同研究、学術調査、ビッグサイエンス等
第13回　地方・民間の国際文化交流　　県や市町村、NGOなどの国際文化交流
第14回　芸術交流・スポーツ交流　　
第15回　文化交流の課題　　文明の衝突、民族・宗教の争い、グローバル化の進む中での文化交流の果たす役割

テキスト 特に定めません。適宜プリントを配布します。

参考書 必要に応じて紹介します。

目的と概要
現代の世界は政治、経済、社会等あらゆる分野で国際化が進んでいる。文化を広くとらえると人間の活動の大
部分を含むが、講義では日本語、留学生、外国人の教育、ユネスコの諸事業等大学生に関係の深い事項を
取り上げその現状と問題点について学習する。

成績評価法 出席状況と学期末のレポートの内容により評価する。講義の間でミニレポートの提出をお願いすることもある。

開期 後期 火曜日3限

授業テーマ 教育、科学、スポーツ、文化の分野の国際交流について

科目名 国際文化交流

担当教員 笠井　高芳

配当 文財1･薬科1
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